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今号の表紙 2021年（令和3年）は丑（うし）年。

　牛は昔から食料や、農作業や物を運ぶときの労働力など生活に欠かせない動物として親しまれてきました。大変な農作業を
地道に支えて良く働く姿から、丑年は、「我慢（耐える）や発展の前振れ（芽が出る）」を表す年になると言われています。福島県
会津地方の郷土玩具「赤べこ」は、その昔、近くに置くと流行り病に感染しなかったという伝説があり、コロナ禍の中、疫病除け
として人気となっています。

レンコン餅、栗ときのこのあん掛けレンコン餅、栗ときのこのあん掛けレンコン餅、栗ときのこのあん掛け
シェフ永井のおすすめ

作り方

レンコン ................................... 300g
片栗粉...................................大さじ2
栗（蒸した物）............................. 6個
シイタケ....................................... 2個
マッシュルーム ............................. 2個
ミツバ.........................................適宜
おろしショウガ.........................小さじ1
サラダ油 .....................................適宜

〈あん掛け〉
かつおだし.......................... 3/4カップ
みりん ...........................大さじ1と1/2
薄口しょうゆ ..................大さじ1と1/2
水溶き片栗粉 .........................大さじ1

❶レンコンを粗めにすりおろし、片栗粉と混ぜ合わせ
耳たぶほどの硬さにし一口大に丸め、180度のサラダ油
できつね色になるまで揚げる。

❷鍋にあん掛けの材料と食べやすい大きさにカットした
シイタケ、マッシュルームを入れ火にかけ、火が通ったら
水溶き片栗粉を回し入れあんを作る。

❸器に❶と栗を盛り付け、❷を上から回し掛け、おろし
ショウガをのせ、ミツバを散らして出来上がり。

材料（2人分）

　宝船は室町時代、良い初夢を見たい
と言う庶民感情の中から起こったものと
されています。野菜の宝船は江戸時代に
始まったという説があり、農産物を扱う
御用商人達がお正月の初荷に野菜で
宝船を作り、お得意先に納めていた記録
があるそうです。

　表紙の宝船は千歳生産部
と砧地区青壮年部が明治
神宮の新嘗祭に奉納したも
のと杉並区農業祭で杉並区
グリーンクラブが作成した
ものです。
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永井 智一（ながい・ともかず）

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

杉並区グリーンクラブ

砧
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部

千
歳
生
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表紙のいろいろな牛は千歳地区女性部の作品展からの力作です。
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田
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事
理
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敬
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事
理
務
常

隆
清
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事
監
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常

幸
浩
　
田
島
　

同
一
員
役
　

年
新
賀
謹

す
ま
り
い
ま
で
ん
進
で
力
の
同
協
ず
け
負
に
ナ
ロ
コ

。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お
て
し
ま
け
あ
年
新

春
新
た
ち
満
に
望
希、
は
て
し
ま
れ
か
お
に
ま
さ
皆
の
域
地
に
び
ら
な
員
合
組

。
す
ま
げ
上
し
申
び
慶
お
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と
こ
の
え
迎
お
を
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た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠、
き
だ
た
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を
配
高
ご
の
別
格
に
業
事
の
A
J
は
中
年
旧態

事

い
ざ
ご
も
と
こ
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す
け
か
お
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便
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ご
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は
に
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縮
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会
会
央
中
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東
A
J
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長
合
組
前
良
恒
田
城、
中
な
う
よ
の
そ。
た
し
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長
合
組
ら
か
日

を

た
し
ま
き
で
が
と
こ
く
い
て
め
進
を
動
活
業
事
た
し
定
安
と
も
の
力
協
ご、
解
理
ご
の
ま
さ
皆、
り
か
つ
せ
仰

。
す
ま
げ
上
し
申
謝
感
ら
か
心
に
と
こ

に
標
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協
農
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守
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員
合
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農
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を」
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住
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地、
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農
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ま
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ま
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願
お
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す
ま
り
い
ま
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心
を
勝
健
ご
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繁
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ま
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収
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し
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ぞ
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も
年
本

旦
元

年
三
和
令
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山野支店は
砧支店及び鎌田支店と統合します

山野支店で現在契約のお取引は3月13日（土）に砧支店及び鎌田支店へ移管いたしますので
ご了承賜りますようお願い申し上げます。
永年ご利用いただきました皆さまにはご不便をおかけいたしますが、今後とも引き続きお引き立て
賜りますようお願い申し上げます。

　統合に関する各種お手続きについては、
1 2月18日に送付いたしました「店舗統合に
伴うお取引についてのご案内」をご確認ください。
　また、ご不明な点につきましては、山野支店へ
お問い合わせください。

山野支店は令和3年3月12日（金）をもちまして営業を終了し、
砧支店及び鎌田支店と統合いたします。

令和3年3月12日（金）　正午まで
ATMコーナーも3月12日（金）正午をもちまして稼働を終了いたします

営業終了日営業終了日

３月１５日（月）から

統合先統合先

世田谷区喜多見5-4-3
T  E  L ：03- 3416 -0101
F  A  X：03- 3416 -0150

砧支店（店舗番号：013）

世田谷区鎌田3-18-5
T  E  L ：03-3709- 1573
F  A  X：03-3708-0927

鎌田支店（店舗番号：015）

157-0073　東京都世田谷砧4-4-7
T  E  L ：03-3417- 2371
F  A  X：03-3416-5016

山野支店

生乳の生産が一番多い都道府県は、北海道です。2019年の生産量は約455万トン。（全国で約731万トン）
生乳とは搾ったばかりの乳のことで、牛乳は生乳を殺菌した飲用乳です。

マメ

山野支店ご利用の皆様へ



地域の農業紹介

にも
マケズ

閑
静
な
住
宅
地
の
中
、苦
労
し
て
手
が
け
た

畑
か
ら
お
い
し
い
野
菜
を
地
域
に

マメ
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都
市
農
業
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
少
量
多
品
目
栽
培
が

あ
り
ま
す
が
、栗
原
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
品
目
を
限
定

し
て
効
率
的
に
栽
培
す
る
こ
と
。品
目
を
し
ぼ
る
こ
と

で
そ
の
作
物
の
栽
培
技
術
も
高
ま
る
と
と
も
に
畑
を

効
率
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
丹
精
込
め
た
農
産
物
は
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

荻
窪
や
学
校
給
食
な
ど
に
出
荷
す
る
他
、自
宅
の
直
売

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。出
荷
作
業
は
家
族
の
協
力
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
行
っ
て
い
ま
す
。母
親
の
カ
ズ
ヱ

さ
ん
、奥
さ
ん
の
慶
子
さ
ん
、妹
の
岡
知
惠
子
さ
ん
の

人
が
手
伝
い
手
際
よ
く
作
業
し
ま
す
。

　
収
穫
は
正
太
郎
さ
ん
の
担
当
。作
業
を
終
え
て
自
宅

に
戻
る
と

人
の
女
性
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。収
穫

物
を
積
ん
だ
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
着
く
と
、手
際
よ
く
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
降
ろ
し
て
作
業
開
始
。各
人
が
手
分
け
し

て
仕
分
け
や
袋
詰
め
な
ど
息
が
ピ
ッ
タ
リ
で
無
駄
な
く

作
業
が
進
み
ま
す
。

　「
今
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お
い
し
い
野
菜
を
作
り

続
け
た
い
。自
分
の
育
て
た
野
菜
を
地
元
の
人
に
食
べ

て
も
ら
い
、お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
喜
び
」

と
話
す
、栗
原
さ
ん
。今
後
は
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。家
族
の

協
力
の
も
と
杉
並
の
農
業
を
担
う
ひ
と
り
と
し
て
今
後

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
栗
原
正
太
郎
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、大
手
企
業
に

勤
め
て
い
ま
し
た
が
父
親
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
31
歳
で

会
社
を
辞
め
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
栗
原
さ
ん
の
畑
は
閑
静
な
住
宅
地
で
知
ら
れ
る
杉
並
区

松
庵
に
あ
り
ま
す
。最
寄
り
駅
は
中
央
線
の
西
荻
窪
駅
。

本
道
を
は
さ
ん
だ
先
は
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
と
い
う
杉

並
区
の
一
番
西
側
に
な
り
ま
す
。

現
在
は
約

，

平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
で
エ
ダ

マ
メ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、キ
ャ
ベ
ツ
、

小
松
菜
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
他
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

就
農
し
た
当
初
は
主
に
植
木
畑
で
し
た
が
野
菜
を

作
っ
て
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
植
木
を
１
本
１
本
抜
く

地
道
な
作
業
で
野
菜
畑
に
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

簡
単
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
野
菜
作
り
も
実
際
に

や
っ
て
み
て
初
め
て
そ
の
難
し
さ
を
知
り
、独
学
や

叔
父
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
農
業
を
あ
ら
た
め
て
学
び

ま
し
た
。学
生
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
し
、体
を

鍛
え
て
い
た
栗
原
さ
ん
で
す
が
農
作
業
の
大
変
さ
は

ま
た
別
物
で
同
じ
姿
勢
の
作
業
な
ど
慣
れ
な
い
体
の

使
い
方
は
き
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
苦
労
を
重
ね
て
や
っ
と
収
穫
と
思
っ
た
と
こ
ろ
が

カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
の
被
害
に
遭
い
、と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。そ
の
経
験
も
あ
り
ハ
ウ
ス
栽
培
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト

は
春
は
大
玉
の
桃
太
郎
、秋
は
中
玉
の
フ
ル
テ
ィ
カ
を

栽
培
し
と
て
も
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。

「新鮮でおいしいのでよく来る」という近所の主婦

栗原 正太郎さん（50）
（城西地区）

牛乳のおいしい季節は「冬」。乳牛の故郷は寒冷地であることが多く、寒さに強く冬に餌をたくさん食べて
体に脂肪を付けるので冬の牛乳は脂肪分が高く濃厚な味がして一番おいしいといわれます。

マメ

自宅直売所

学生時代はラグビー部で活躍



TOPICS! TOPICS!

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、一
般
観
覧
や
宝
船
展
示
、宝
分
け

即
売
会
は
中
止
し
て
野
菜
と
花
苗
の
袋
詰
め
を

円
で
販
売
し
ま
し
た
。

千
歳
地
区

秋
季
農
産
物
品
評
会

11
月
11
日
、12
日

千
歳
支
店

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、一
般
観
覧
や
展
示
品
の
即
売
、砧
地
区
女
性
部
の
バ
ザ
ー

は
中
止
し
ま
し
た
。品
評
会
展
示
品
は
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
母
子
家
庭
な
ど
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

砧
地
区
秋
季
農
産
物
品
評
会

11
月
13
日

砧
支
店

令
和
二
年
度
杉
並
区
農
業
祭

11
月
7
日
、8
日

　桃
井
原
っ
ぱ
公
園

　杉
並
区
農
業
祭
は
「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ

」
会
場
内
で
同
時
開
催
し
、
フ
ェ
ス

タ
に
は

日
間
で
約

万

千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考

慮
し
、
来
場
者
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
来

場
者
や
出
店
者
も
手
指
消
毒
や
検
温
、
マ
ス
ク
着

用
を
徹
底
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
宝
船
の
宝
分
け

や
品
評
会
の
区
民
賞
の
投
票
な
ど
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　会
場
は
区
内
産
の
農
産
物
で
作
っ
た
野
菜
の
宝

船
の
展
示
や
農
産
物
の
直
売
、
野
菜
レ
シ
ピ
の
紹

介
と
野
菜
ク
イ
ズ
や
鉢
花
の
寄
せ
植
え
体
験
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
区
民
に
都
市
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　城
西
地
区
女
性
部
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
作
る

マ
ス
ク
ケ
ー
ス
作
り
、
杉
並
中
野
地
区
女
性
部
は

く
る
く
る
カ
ッ
プ
作
り
の
工
作
ブ
ー
ス
で
子
ど
も

た
ち
と
工
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。

杉並産 野菜や草花の即売会

左から、本橋成一農業委員会会長、田中良杉並区長、
宍戸幸男ＪＡ東京中央組合長、島田敏光杉並区議会副議長

ブロッコリー／鈴木宗孝さん

パンジー／小野成子さん

野菜や花の袋詰めを販売

品評会会場

ユリ／下山秀則さんブロッコリー／池亀亮さん

品評会終了後、展示品は箱詰めしてせたがや子育てネットへ 品評会会場

青首ダイコン／長島常三さん

キュウリ／石井良彦さん

杉並中野地区女性部
くるくるカップ作り

城西地区女性部
クリアファイルで作るマスクケース作り

野菜の宝船の前で　主催者挨拶

坂井清人さん（杉並中野地区）が講師
鉢花の寄せ植え体験

品評会会場

千歳地区秋季農産物品評会 特別賞入賞者一覧

池亀 亮

下山 秀則

北島 幸夫

杉田 雅重

佐藤 康賢

大谷 一彦

川本 滋

宍戸 寛一

福田 充利

福田 充利

小山 重夫

宍戸 寛一

佐藤 友雄

田中 拓人

佐藤 賢治

特別賞名 品名 氏名

出品点数 495点

世田谷区長賞

世田谷区議会議長賞

東京中央農業協同組合組合長賞

世田谷区農業委員会会長賞

世田谷区内農協協議会会長賞

城南西地区農業改良普及事業協議会会長賞

東京都農業協同組合中央会会長賞

東京都信用農業協同組合連合会会長賞

全国農業協同組合連合会東京都本部本部長賞

全国共済農業協同組合連合会東京都本部本部長賞

奨励賞

ブロッコリー

ユリ

青首ダイコン

キャベツ

柿

ハクサイ

パンジー

ピーマン

ブロッコリー

ミカン

カブ

キンギョソウ

キャベツ

ハクサイ

ミニトマト

砧地区秋季農産物品評会 特別賞入賞者一覧

石井 良彦

長島 常三

芹田 直幸

城田 恭宏

榎本 進一

大隅 芳廣

海老沢 茂

城田 恭宏

香取 葉子

荻野 元光

中村 義明

芹田 順子

石井 良彦

荻野 緑

香取 康修

長島 丈

特別賞名 品名 氏名

出品点数 387点

世田谷区長賞

世田谷区議会議長賞

東京中央農業協同組合組合長賞

世田谷区農業委員会会長賞

世田谷区内農協協議会会長賞

城南西地区農業改良普及事業協議会会長賞

東京都農業協同組合中央会会長賞

東京都信用農業協同組合連合会会長賞

全国農業協同組合連合会東京都本部本部長賞

全国共済農業協同組合連合会東京都本部本部長賞

奨励賞

キュウリ

青首ダイコン

キャベツ

カリフラワー

ハクサイ

小松菜

ブロッコリー

青首ダイコン

キャベツ

カブ

ネギ

ビオラ

ピーマン

キウイフルーツ

トウモロコシ

ロメインレタス

出品点数 313点

賞名 品名 氏名

杉並区農業祭記念農産物品評会 受賞者一覧

小野 成子

鈴木 宗孝

木下 良子

小美濃 正義

細渕 良成

尾﨑 智史

飯田 幸弘

鈴木 宗孝

細渕 美幸

坂井 寛子

田原 良規

小野 実

井口 清

井口 勲

原田 映史

東京都知事賞

杉並区長賞

杉並区議会議長賞

杉並区農業祭実行委員会会長賞

杉並区農業委員会会長賞

東京都農業協同組合中央会会長賞

東京都農業会議会長賞

東京都農業改良普及事業協議会会長賞

東京中央農業協同組合長賞

東京都信用農業協同組合連合会会長賞

全国共済農業協同組合連合会東京都本部長賞

全国農業協同組合連合会東京都本部長賞

城南西地区農業改良普及事業協議会会長賞

パンジー

ブロッコリー

サトイモ

ニンジン

ダイコン

キウイフルーツ

柿

キャベツ

カリフラワー

葉ボタン

紫キャベツ

小松菜

ミカン

レモン

ピーマン

都知事賞都知事賞

杉並杉並
区長賞区長賞
杉並杉並
区長賞区長賞

世田谷世田谷
区長賞区長賞
世田谷世田谷
区長賞区長賞

世田谷世田谷
区長賞区長賞
世田谷世田谷
区長賞区長賞

世田谷世田谷
区長賞区長賞
世田谷世田谷
区長賞区長賞

世田谷世田谷
区長賞区長賞
世田谷世田谷
区長賞区長賞

日本で一番多い乳牛の種類は白黒のぶち模様のあるホルスタイン種で
日本で飼育されている乳牛の99％以上を占めています。
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TOPICS! TOPICS!

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、例
年
は

日
間
開
催
を
今
年
は
１
日
の
み
に
し
て
、入
場
人
数
の

制
限
や
列
の
間
隔
を
十
分
開
け
る
、手
指
の
消
毒
を
こ
ま
め
に

行
う
な
ど
の
対
策
を
し
て
開
催
し
ま
し
た
。女
性
部
員
が
作
っ

た
お
揃
い
の
緑
色
の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
販
売
し
ま
し
た
。

杉
並
中
野
地
区

野
菜
と
花
の
即
売
会

10
月
30
日
杉
並
中
野
支
店

　
大
田
区
野
菜
と
花
の
品
評
会
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、Ｊ
Ａ
東
京
中
央
と
大
森
技
術
振
興
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
大
森
地
区

の
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。

大
森
地
区
野
菜
と
花
の
品
評
会

11
月
26
日
馬
込
支
店

通
常
の

日
間
開
催
を
今
年
は
１
日
の
み
に
し
て
、入
場

人
数
の
制
限
や
販
売
者
と
購
入
者
の
間
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

を
張
る
な
ど
感
染
予
防
対
策
を
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
女
性
部
バ
ザ
ー
な
ど
は
中
止
、野
菜
や
花
の
販
売
の
み

行
い
ま
し
た
。

第
54
回

城
西
地
区

農
産
物
即
売
会

11
月
15
日
城
西
支
店

　
明
治
神
宮
宝
物
殿
前
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て

中
止
と
し
て
共
進
会
の
み
立
川
の
東
京
都
農
林
水
産

振
興
財
団
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
49
回

東
京
都
農
業
祭

11
月
2
日
、3
日

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

　
大
田
生
産
部
会
に
砧
生
産
部
会
、杉
並
中
野
生
産
部
会
が

協
力
し
て
東
京
中
央
管
内
の
農
産
物
を
即
売
し
ま
し
た
。

生
産
組
織
協
議
会
即
売
会

11
月
19
日
矢
口
支
店

　
大
森
技
術
振
興
ク
ラ
ブ
に
千
歳
生
産
部
会
、城
西
生
産
部
会

が
協
力
し
て
東
京
中
央
管
内
の
農
産
物
を
即
売
し
ま
し
た
。

11
月
25
日
ハ
ウ
ジ
ン
グ
馬
込
店
前

梅干し／島田 尚美（千歳地区）JA全農東京都本部長賞

ストック／川本 滋（千歳地区）JA全農東京都本部長賞

ユリ／下山 秀則（千歳地区）

シクラメン／波田野 清明（大森地区）

JA東京中央会会長賞

東京都農業会議会長賞

特別賞入賞者（JA東京中央）

※今年度の世田谷の花展覧会、世田谷区農業祭、大田区野菜と花の品評会＆ＪＡ東京中央収穫祭は中止となりました。

表彰式 品評会会場

賞

シクラメン／君島惣一さん ニンジン／城下義章さん

会長賞会長賞 組合長賞組合長賞

出品点数 182点

賞名 品名 氏名

大森地区野菜と花の品評会特別賞 受賞者一覧

君島 惣一

城下 義章

波田野 康治

波田野 康治

城下 美恵子

東京都農業協同組合中央会会長賞

東京中央農業協同組合組合長賞

東京中央農業協同組合常務賞

城南西地区農業改良普及事業協議会会長賞

大森技術振興クラブ部長賞

シクラメン

ニンジン

小松菜

ネギ

ダイコン

無脂肪乳は脂肪分が0.5％未満の場合にいい、0％というわけではありません。
低脂肪乳は脂肪分が0.5％以上、1.5％以下で生乳から成分（水分、脂肪分など）の一部を除去したものです。
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牛乳は生乳100％かつ成分無調整のものをいいます。成分を増減したり乳糖を分解したものは加工乳で、
乳飲料はカルシウムやビタミンなどを加えて特定の栄養素を強化したり、果汁やコーヒーなどを加えたりしたものです。

マメ

1415

東
京
中
央

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

東
京
中
央

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

世
田
谷
区
×
ふ
る
さ
と
納
税
×
J
A
東
京
中
央

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
基
金

　体
験
型
記
念
品

大
蔵
大
根
収
穫
体
験

　世
田
谷
区
は
、み
ど
り
を
守
り
増
や
す
取
組
み
の
た
め
に
、

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
基
金
へ
の
寄
附
を
募
り
、

東
京
中
央

は
こ
の
活
動
に
賛
同
し
、都
市
農
地
を
保
全
し
て
い
く
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
世
田
谷
区
に
協
力
し
、ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
大
蔵
大
根
収
穫
体
験
を
提
供
し
ま
し
た
。

　ふ
る
さ
と
納
税
に
は
18
組
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、体
験
型

記
念
品
と
し
て
12
月

日
と
13
日
に
世
田
谷
の
農
業
の
歴
史
や

世
田
谷
特
産
の
大
蔵
大
根
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も

に
大
蔵
大
根
の
収
穫
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　大
蔵
大
根
の
生
育
に
は
砧
地
区
の
永
井
潔
さ
ん
と
宏
幸
さ
ん
、

砧
地
区
青
壮
年
部
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

砧地区青壮年部の皆さんとＪＡ営農支援課加藤係長が世田谷の農業などを説明

大蔵大根の引き抜きを体験

大森地区　波田野惇さん

千歳地区　川本滋さん 大田地区　平川幸志郎さん

城西地区　木下克博さん 砧地区　長島丈さん

城西地区　原田映史さん 杉並中野地区　森田信幸さん

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
産
組
織
協
議
会
役
員
と
常
勤

役
員
と
の
座
談
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で

各
地
区
か
ら
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、常
勤
役
員
に
各
農
家
の
畑
で
現
状
や
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
10
月
12
日

と
26
日
の

日
間
、各
地
区
11
カ
所
を
回
り
各
農

家
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　各
農
家
か
ら
は
都
市
農
業
な
ら
で
は
の
近
隣

住
民
か
ら
の
苦
情
や
後
継
者
問
題
な
ど
の
意
見
や

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。役
員
は「
現
場
を
見
て
組
合
員

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
、都
市
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

応
援
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

常
勤
役
員
が
各
地
区
の

圃
場
を
巡
回

生
産
組
織
協
議
会

10月12日

10月26日



日本の牛乳輸入量は0％！自給率100％の食材です。日本で販売されている飲用の牛乳はすべて国産です。
チースなどの乳製品を含めても自給率は60％以上と他の食材に比べてとても高い食材です。
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フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
二
子
玉
川
は
店
内
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
11
月
28
日
と
12
月

日

の

日
間
、秋
の
収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　
世
田
谷
の
特
産
、旬
の
大
蔵
大
根
の
出
荷
に
あ
わ

せ
て
、大
蔵
大
根
ま
る
ご
と

本
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

た
他
、フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
管
理
栄
養
士

な
ど
の
食
の
プ
ロ
集
団「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
」

（
ヒ
ト
オ
モ
イ
）に
よ
る
食
の
個
別
相
談
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
方
に
は
サ
ツ
マ

イ
モ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。新
鮮
な
農
産
物
を
求
め
て

多
く
の
来
店
客
で
に
ぎ
わ
い
、28
日
は
過
去
最
高

の
来
店
客
数
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
二
子
玉
川

秋
の
収
穫
祭

大
蔵
大
根
1
本
レ
シ
ピ
紹
介

千歳生産部

食の個別相談

大蔵大根レシピの紹介

にぎわう店内

大蔵大根ポタージュ

砧地区青壮年部

動画レシピ配信中

JA東京中央ホームページで
オススメレシピ公開してます！
https://www.ja-tokyochuo.or.jp/recipe/

大蔵大根ポタージュ

豚バラ大蔵大根

回廊に並ぶ各JAの宝船

　
明
治
神
宮
で
11
月
23
日
に
行
わ
れ
た
新
嘗
祭

（
に
い
な
め
さ
い
）に
千
歳
生
産
部
と
砧
地
区

青
壮
年
部
が
野
菜
の
宝
船
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
新
嘗
祭
は
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
新
穀
な
ど
を

お
供
え
し
て
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
り
で
明
治

神
宮
で
は
毎
年
、都
内
の

関
係
団
体
が
作
っ
た

十
数
基
の
宝
船
が
並
び
ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
宝
船
が
並
ぶ
光
景
は
壮
観
で
他

に
あ
り
ま
せ
ん
。今
年
は
千
歳
生
産
部
が
楼
門
の

横
、砧
地
区
青
壮
年
部
は
回
廊
に
設
置
。参
拝
客

は
見
事
な
で
き
ば
え
に
皆
、驚
き
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

明
治
神
宮

新
嘗
祭
に
宝
船
奉
納

千
歳
生
産
部
　砧
地
区
青
壮
年
部

作成風景



盛況な即売会

無事稲刈りができました

世
田
谷
区
は
10
月

日
、区
立
次
大
夫
掘
公
園
教
育
田
で

稲
刈
り
体
験
を
開
き
ま
し
た
。近
隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園

な
ど
の
児
童
ら
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
区
内
唯
一
の
水
田
で
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
自
然
や

農
業
、食
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

今
年
が
35
回
目
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

月
の
田
植
え
は
砧
地
区
青
壮
年
部

や

、区
の
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
し
た
。稲
刈
り
は

子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
か
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

参
加
す
る
団
体
の
時
間
を
ず
ら
し
た
り
、密
集
を
避
け
る

な
ど
し
て
無
事
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
教
育
田
は
砧
地
区
青
壮
年
部
が
区
か
ら
委
託
を
受
け
、

苗
の
育
成
か
ら
田
植
え
の
準
備
、除
草
、水
の
管
理
な
ど

年
間
を
通
じ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
刈
り
取
っ
た
稲
は
掛
け
干
し
し
て
、脱
穀
、精
米
し
て

参
加
し
た
小
学
校
や
幼
稚
園
に
配
り
給
食
な
ど
で
使
わ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
ら
1
0
0
0
人
が

稲
刈
り
体
験

世
田
谷
区
立
次
大
夫
堀
公
園
教
育
田

足踏み脱穀機で脱穀

　
世
田
谷
区
立
塚
戸
小
学
校
は
10
月
16
日
、地
域
の
代

表
者
で
組
織
さ
れ
た
学
校
運
営
委
員
会
や
上
祖
師
谷

郷
土
研
究
会
な
ど
の
協
力
で
、屋
上
の
水
田
で

年
生

の

ク
ラ
ス
約

人
が
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

例
年
は

月
に
児
童
が
田
植
え
を
し
ま
す
が
、今
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
参
加
で
き
ず
、同
委
員
会
や
同
研
究
会

が
行
い
、そ
の
後
の
定
期
的
な
管
理
を
続
け
て
収
穫
の
時

を
迎
え
ま
し
た
。

10
月
30
日
に
は
同
研
究
会
の
高
橋
光
正
会
長
が
所
有

す
る
昔
の
農
機
具
の
足
踏
み
脱
穀
機
と
唐
箕
を
使
い
、

校
庭
で
脱
穀
と
籾
摺
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
代
表
数
人
が
刈
り
取
っ
た
イ
ネ
の
束
を

持
っ
て
脱
穀
を
体
験
し
、最
後
に
電
動
の
籾
摺
り
の
機
械

を
使
い
籾
殻
を
取
り
除
き
玄
米
に
し
ま
し
た
。足
踏
み
脱

穀
機
で
稲
束
か
ら
籾
が
勢
い
よ
く
取
れ
る
様
子
や
唐
箕
で

籾
が
分
別
さ
れ
る
様
子
を
見
て「
器
具
を
考
え
た
昔
の
人

は
す
ご
い
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
籾
摺
り
し
た
玄
米
は
精
米
し
、後
日
各
ク
ラ
ス
に
配
布

し
ま
し
た
。

　
千
歳
地
区
上
祖
師
谷
支
部
は
11
月
29
日
、上
祖
師
谷
神

明
社
で
地
元
農
産
物
の
即
売
会
を
開
き
ま
し
た
。例
年
は

上
祖
師
谷
農
業
祭
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
、わ
ら

細
工
体
験
な
ど
行
い
ま
す
が
今
回
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

即
売
会
の
み
開
催
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
、ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
や
柿
な
ど

の
果
実
、花
苗
や
切
り
花
な
ど
約

点
が
出
荷

さ
れ
、約

時
間
で
完
売
す
る
人
気
で
し
た
。
回
の
入

場
を
15
人
に
限
り
、体
温
測
定
や
手
指
の
消
毒
な
ど
感
染

防
止
に
努
め
な
が
ら
対
面
式
の
販
売
を
や
め
て
ス
ム
ー
ズ

に
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
滞
り
な
く
即
売
で

き
ま
し
た
。

　
農
業
祭
は
30
数
年
前
に
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
な
ど
の

問
題
で
都
市
農
業
に
逆
風
が
吹
い
て
い
た
時
期
に
、生
産

者
が
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
地
域
住
民
に
理
解

し
て
も
ら
い
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
し

続
け
る
都
市
農
業
を

す
る
た
め
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
、都
市
農
業
の
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て
い
こ
う
と
の

思
い
か
ら
即
売
会
の
み
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
、昔
の
農
機
具
で

脱
穀
を
体
験

世
田
谷
区
立
塚
戸
小
学
校

地
元
産
農
産
物
即
売
会

盛
況

千
歳
地
区
上
祖
師
谷
支
部

馬込シクラメン園

君島園芸

　
砧
地
区
秋
季
農
産
物
品
評
会
の
出
品
物
は
例
年
、品
評

会
終
了
後
に
地
域
の
人
へ
都
市
農
業
の

を
兼
ね
て

即
売
し
ま
す
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
即
売
会
を

中
止
に
し
た
た
め
出
品
物
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
、特
定

非
営
利
活
動
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

せ
た
が
や
子
ど
も
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
寄
付
し
ま

し
た
。農
産
物
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る
母
子
家
庭

な
ど
区
内
の
約

家
庭
、

人
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
法
人
で
は
主
に
子
育
て
支
援
事
業
の
他
、子
育
て
や

子
ど
も
の
成
長
を

地
域
全
体
で
支
え

合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
事
業
を

行
っ
て
お
り
、

も
野
菜
を
提
供
す

る
な
ど
協
力
し
て

い
ま
す
。せ
た
が
や

子
ど
も
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
は
同
法

人
を
含
め
た
子
ど

も
や
家
族
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る

団
体
が
中
心
と

な
っ
て
、コ
ロ
ナ
の

影
響
で
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
家
庭

の
子
ど
も
た
ち
に

食
料
を
無
償
で
提

供
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
大
田
地
区
の
平
川
幸
志
郎
さ
ん
の
畑
は
10
月
を
過
ぎ
て

も
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
収
穫
が
好
調
で
し
た
。長
雨

や
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
栽
培
が
順
調
だ
っ
た
理
由
の
ひ

と
つ
と
し
て
赤
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（

）の
防
虫
灯

の
効
果
だ
と
平
川
さ
ん
は
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
平
川
さ
ん
は
就
農
し
て
36
年
、有
機
農
業
を
始
め
て
28
年

目
。東
京
都
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
の
化
成
合
成
農
薬
と

化
学
肥
料
を

％
使
用
し
な
い
東
京
エ
コ

認
証
を
取
得
し
、住
宅
地
の
中
の
畑
で
安
全
・
安
心
な
野
菜

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
害
虫
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
緑
色
を
目
標
に
飛
ぶ
習
性
が

あ
り
、緑
色
の
作
物
に
赤
い
光
を
当
て
る
と
目
標
が
見
え

な
く
な
り
近
寄
ら
な
く
な
り
ま
す
。赤
色
の
防
虫
灯
を
設
置

し
た
こ
と
で
被
害
が
減
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
こ

れ
か
ら
詳
し
く
検
証
し
て
効
果
を
確
認
す
る
予
定
で
す
。

平
川
さ
ん
は「
今
後
は
東
京
都

（
農
業
生
産
工

程
管
理
）認
証
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。地
域

の
人
に
安
全
で
安
心
な
野
菜
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

品
評
会
出
品
物
を

コ
ロ
ナ
禍
の
母
子
家
庭

な
ど
に
提
供

平川さんと赤色ＬＥＤ防虫灯

　
君
島
惣
一
さ
ん
、章
介
さ
ん
親
子
が
管
理
す
る「
君
島

園
芸
」と
波
田
野
章
さ
ん
、清
明
さ
ん
親
子
が
管
理
す
る

「
馬
込
シ
ク
ラ
メ
ン
園
」の

園
は
現
在
も
馬
込
伝
統
の

シ
ク
ラ
メ
ン
を
守
り
、毎
年
高
品
質
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を

生
産
し
て
い
ま
す
。シ
ク
ラ
メ
ン
は
高
温
多
湿
に
弱
い
た

め
、両
園
と
も

月
か
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
を
茨
城
県
筑
西
市

に
移
し
育
成
し
10
月
に
東
京
に
戻
し
、11
月
か
ら
12
月
ま

で
開
園
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
自
宅
で
花
を

楽
し
み
た
い
と
い
う
人
が
多
く
、例
年
よ
り
い
ち
早
く

来
園
す
る
人
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
虫
灯
設
置
し

野
菜
収
穫
好
調

大
田
地
区
　平
川
さ
ん

馬
込
の
シ
ク
ラ
メ
ン

自
宅
で
花
楽
し
ん
で

君
島
園
芸・馬
込
シ
ク
ラ
メ
ン
園

日本で牛乳が一般的に発売されるようになったのは明治初め頃。
大型のブリキ缶で運んだ牛乳をひしゃくですくって5勺（90ｍｌ）ずつ量り売りしていました。
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生産緑地法など学ぶ

松本さん（左）と早舩さん（右）

　
杉
並
中
野
地
区
の
松
本
吉
雄
さ
ん
と
早
船
智
彦
さ
ん
は

11
月
か
ら
中
野
区
立
美
鳩
小
学
校
と
上
鷺
宮
小
学
校
に

学
校
給
食
の
食
材
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
児
童
の
社
会
科
見
学
の
授
業
で

人
の
畑

に
栄
養
士
の
先
生
が
同
行
し
た
際
に
栽
培
さ
れ
た
野
菜
を

見
て「
こ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
野
菜
を
地
元
で
作
っ
て
い

る
な
ら
、ぜ
ひ
学
校
の
給
食
で
使
い
た
い
」と
思
い

人

に
相
談
し
た
こ
と
か
ら
。

人
は
熱
心
な
要
望
に
応
え
て
こ
れ
ま
で
ダ
イ
コ
ン
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
校
側
も
搬
入
方
法
や
納
入
金
額
な
ど

人
の
要
望
に

で
き
る
だ
け
合
わ
せ
る
よ
う
協
力
し
て
い
ま
す
。

人
は「
中
野
区
の
農
地
面
積
は
広
く
な
い
が
、農
家

は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。学
校
給
食
に
提
供
す
る

こ
と
で
区
内
の
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」と

意
欲
的
で
す
。

中
野
区
の
小
学
校
に

給
食
食
材
提
供

杉
並
中
野
地
区
　松
本
吉
雄
さ
ん
と
早
舩
智
彦
さ
ん

小松菜の栽培方法学ぶ

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課
は
11
月

日
、杉
並
保
健
所
で

「
野
菜
を
育
て
て
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
〜
体
験
！
こ
ま

つ
な
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
〜
」を
開
き
、区
内
の

歳
か
ら
小
学

年
生
ま
で
の
親
子
40
組
が
参
加
し
ま
し
た
。杉
並
中
野
支

店
と
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
荻
窪
が
協
力
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
毎
年
好
評
で
何
と
か
開
催
し
た

い
と
、参
加
人
数
を
例
年
の
半
数
に
し
て
マ
ス
ク
着
用
や

手
指
の
消
毒
、密
で
歓
談
し
な
い
な
ど
の
感
染
予
防
対
策

を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
杉
並
中
野
地
区
の
坂
井
清
人
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、杉
並

中
野
地
区
女
性
部
員
が
協
力
し
て
小
松
菜
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
の
方
法
を
教
え
ま
し
た
。坂
井
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る

の
は
今
年
で
３
年
目
で
、芽
が
出
て
き
た
ら
不
織
布
を

被
せ
て
虫
か
ら
守
る
方
法
や
間
引
き
の
仕
方
を
実
際
に

や
っ
て
も
ら
う
な
ど
毎
年
工
夫
し
て
教
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は「
う
ま
く
育
て
て
お
い
し
い
小
松
菜
を
食
べ

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
坂
井
さ
ん
と
女
性
部
の
鈴
木
文
子
部
長
は「
野
菜
を

育
て
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
井
荻
支
店
管
内
の
後
継
者
を
対
象
に
し
た
会「
井
荻

倶
楽
部
」は
10
月
24
日
、城
西
支
店
で
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。会
員
ら
23
人
が
参
加
し
て
都
市
農
地
に
関
わ
る

生
産
緑
地
法
や
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
、都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
予
定
通
り
活
動
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、席
の
間
隔
を
と
る
、手
指
消
毒
を
徹
底

す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議
の
松
澤
龍
人
さ
ん
が
杉
並

区
の
農
地
の
現
状
や
都
市
農
地
制
度
改
正
の
動
き
、特
定

生
産
緑
地
制
度
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
倶
楽
部
は
発
起
人
の
井
口
幹
英
さ
ん
を
代
表
と
し
て

平
成
29
年

月
に
発
足
。こ
れ
ま
で

の
成
り
立
ち
や

組
織
、杉
並
の
農
業
な
ど
の
勉
強
会
の
他
、ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
や
懇
親
会
を
開
い
て
部
員
、

職
員
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

「
体
験
！

こ
ま
つ
な
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
」

杉
並
中
野
地
区
が
協
力

都
市
農
地
に
つ
い
て

研
修
会
開
く

井
荻
倶
楽
部

ヒマワリに水やりをする園児

みんなで健康体操

　
城
西
地
区
女
性
部
は
10
月
15
日
、城
西
支
店
で
城
西
地
区

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
な
で
し
こ
の
会
」を
開
き
、部
員
ら

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
会
は
70
歳
以
上
の
女
性
部
員
と
そ
の
家
族
が
対
象
で

例
年
は
年
に

回
開
い
て
い
ま
す
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開

し
た
い
と
の
部
員
の
思
い
で
感
染
症
対
策
を
十
分
に
し
な

が
ら
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
手
指
を
動
か
し
て
も
ら
う
た
め

に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
作
る
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
づ
く
り
と

健
康
体
操
講
演
会
で
健
康
寿
命
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防

を
学
び
ま
し
た
。会
の
最
後
に
は
感
染
症
予
防
に
留
意
し

な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
部
員
同
士
で
食
事
を
楽
し
み
、参
加
者

は「
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
直
接
会
っ
て
一
緒
に
学
び
、楽
し

め
て
よ
か
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の

活
動
楽
し
む

城
西
地
区
女
性
部

力作ぞろいの作品展

　
千
歳
地
区
女
性
部
は

11
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で

の

日
間
、東
京
中
央

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
作
品

展
を
開
き
ま
し
た
。

　
手
芸
品
や
絵
画
、絵
手

紙
、写
真
な
ど
37
人
の
部

員
の
力
作
が
並
び
、来
場

者
は
そ
の
出
来
栄
え
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
作
品
展
の
中
か
ら

干
支
の
牛
に
ち
な
ん
だ

作
品
を
表
紙
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
馬
込
支
店
は
店
舗
前
の
ス
ペ
ー
ス
で
四
季
折
々
の
花
や

野
菜
を
育
て
て
地
域
住
民
に
癒
し
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
近
所
の
保
育
園
、グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
ズ
西
馬
込
の
園
児

た
ち
が
い
つ
も
訪
れ
て
苗
の
定
植
や
水
や
り
、草
取
り

な
ど
の
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。都
会
の
中
で
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
土
い
じ
り
や

農
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
で
緑
や
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
地
域
全
体
が
明
る
く
な
っ
て

も
ら
お
う
と
秋
咲
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
ま
し
た
。見
ご
ろ

を
迎
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
に
園
児
た
ち
も
生
き
生
き
と
し
た

笑
顔
で
水
や
り
を
し
て
お
り
、支
店
職
員
も
園
児
の
笑
顔

を
見
て
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
芸
品
や
絵
画
な
ど
の

力
作
が
そ
ろ
う

千
歳
地
区
女
性
部

ヒ
マ
ワ
リ
で
地
域
明
る
く

園
児
が
協
力

馬
込
支
店

牛乳が衛生的なガラス瓶に入れられるようなったのは明治21年。
紙パックで販売されるようになったのは昭和31年になってからです。

マメ

2021



支店だより 街の
話題支店だより 街の

話題

千
歳
支
店
は
、

や
地
域
の
情
報
な
ど
を

伝
え
る
掲
示
板
を

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て

い
ま
す
。日
本
農
業
新
聞
の
記
事
や
職
員
手
作
り
の

金
融
商
品
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
、収
穫
体
験
の
募
集

案
内
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。多
く
の
来
店
者
が
足
を
止
め
て

掲
示
板
に
注
目
し
て
い
ま
す
。10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

仕
様
に
し
て
季
節
感
を
出
し
ま
し
た
。

手
作
り
掲
示
板
で

情
報
発
信

千
歳
支
店

カ
ボ
チ
ャ
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
飾
り

烏
山
支
店

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
く

矢
口
支
店

ス
ー
パ
ー
の
前
で

Ｊ
Ａ
商
品
ア
ピ
ー
ル

田
園
調
布
支
店

芦
花
支
店
の
職
員
は
11
月

日
、千
歳
地
区
の
高
橋
隆

さ
ん
と
後
藤
宏
さ
ん
の
収
穫
体
験
農
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ

を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
本
来
は
、保
育
園
の
園
児
が
収
穫
す
る
予
定
で
し
た

が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、代
わ
り
に
支
店

職
員
が
収
穫
。営
農
支
援
課
の
協
力
で
軽
量
自
動
掘
り

取
り
機
付
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
も
使
い
な
が
ら
作
業
し
、

保
育
園
に
届
け
ま
し
た
。

同
農
園
は

の
サ
ポ
ー
ト
で
高
橋
さ
ん
と
後
藤

さ
ん
の
隣
接
す
る
約

平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、一
面
の
収
穫
体
験
農
園
と
し
て

昨
年

月
に
開
園
。き
っ
か
け
は
、労
働
力
不
足
の
問
題

な
ど
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
両
者
が

に
相
談

し
た
こ
と
か
ら
で
す
。管
轄
の
同
支
店
や
営
農
支
援

課
、資
産
管
理
課
な
ど
が
協
力
し
て
方
策
を
検
討
し
、

隣
り
合
う
畑
を
合
わ
せ
た
同
農
園
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
支
店
は
植
え
付
け
な
ど
の
事
前
準
備
や
収
穫
体
験
の

手
伝
い
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

園
児
の
収
穫
が
中
止
で

職
員
が
代
わ
り
に
収
穫

芦
花
支
店

花
の
寄
せ
植
え

体
験
し
ま
せ
ん
か

井
荻
支
店

　
井
荻
支
店
は
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
花
の
寄
せ
植
え

体
験
付
き
定
期
貯
金
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
先
立
っ
て

窓
口
担
当
職
員
が
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
、葉
ボ
タ
ン
、

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
な
ど
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
作
り

ま
し
た
。花
の
組
み
合
わ
せ
や
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
で

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な
寄
せ
植
え
が
で
き
、楽
し

さ
を
実
感
し
、「
寄
せ
植
え
を
見
せ
な
が
ら
楽
し
く

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
、き
れ
い
な
花
で
玄
関
や

ベ
ラ
ン
ダ
に
い
ろ
ど
り
を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
な
ど
と

勧
め
や
す
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
寄
せ
植
え
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て

店
舗
の
入
り
口
に
飾
り
ま
し
た
。

　
烏
山
支
店
は
世
田
谷
区
産
の
カ
ボ
チ
ャ
を
使
い
、手
作
り

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
飾
り
を
作
り
、来
店
客
に
好
評
で
し
た
。

　
同
店
は
区
内
で
取
れ
る
野
菜
を
来
店
客
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、こ
れ
ま
で
も
職
員
が
育
て
た
地
場
産
の
農
産
物
を

使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。七
夕
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん
だ
手
作
り
の
カ
ボ
チ
ャ
の
ラ
ン

タ
ン
な
ど
を
飾
り
、来
店
客
か
ら「
毎
年
楽
し
み
」と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ボ
チ
ャ
は
千
歳
地
区
の
杉
田
雅
重
さ
ん
の
協
力
で

畑
の
一
画
を
借
り
て
職
員
が
苗
を
植
え
、
月
下
旬
に

収
穫
し
た
も
の
。30
キ
ロ
以
上
の
大
き
な
も
の
を
選
び
若
手

職
員
が
中
心
と
な
っ
て
カ
ボ
チ
ャ
の
顔
を
作
り
ま
し
た
。

矢
口
支
店
は
10
月
29
日
、30
日
の

日
間
、ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
き
ま
し
た
。貯
金
や

共
済
の
見
積
も
り
予
約
、年
金
受
給
契
約
を
し
た

来
店
客
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。店
内
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
飾
り
で

に
ぎ
や
か
に
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。事
前
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
告
知
し
て
い
た
た
め
プ
レ
ゼ
ン
ト
目
当
て

に
多
く
の
来
店
客
が
訪
れ
盛
況
で
し
た
。

　
同
店
は
地
元
産
野
菜
を
店
内
で
即
売
し
て
い
ま
し

た
が

月
か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し
て
お
り
、

少
し
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
喜
ん
で

も
ら
え
れ
ば
と
の
思
い
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
田
園
調
布
支
店
は
11
月
17
日
、隣
接
す
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、オ
ー
ケ
ー
田
園
調
布
店
の
前
で
子
ど
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
定
期
貯
金
や
共
済
の
商
品
の

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
家
族
連
れ
の
買
物
客
が
多
く
訪
れ
る
場
所
で

の
こ
ど
も
共
済
や
こ
ど
も
定
期
貯
金
を
紹
介

し
よ
う
と
同
店
の
許
可
を
得
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
配
布
し
ま
し
た
。来
店
し
て
く
れ
た
人
に
は
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
い
、ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
カ
プ
セ
ル
ト
イ
や
記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
設
け
て

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

手作りの掲示板で
ＪＡをアピール

サツマイモを
収穫する職員

花の寄せ植え
をする職員

大きなハロウィ
ーン

のカボチャ

にぎやかに
ハロウィーンキャンペーン

スーパー入り口でPR

牛乳を温めるときは鍋に入れて、ゆっくり加熱すると栄養が損失しにくくなります。
電子レンジで温めると急激に温度が上昇するため、ビタミンB12の量が半減してしまいます。
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日本でアイスクリームが食べられ始めたのは明治時代になってから。
明治2年に町田房蔵という人が横浜の馬車道で日本初の「アイスクリン」を始めました。

マメ
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「農業男子×総選挙」は全国ネットのニュースを

中心に5番組で延べ50分以上取り上げられた

他、大手新聞や地元紙、ケーブルテレビなどでも

紹介されました。広告効果を換算すると1億円

以上になり、東京農業のPRにつながりました。

投票は12月15日で締め切り、総投票数は13

万票を超える多数の投票がありました。

投票いただいた皆さま、誠にありがとうござい

ました。

東京の農業は、オレに任せろ！

https://www.agriboy-senkyo.jp/tokyo/

農業男子
公式サイトURL

農業男子×総選挙
ＪＡ東京グループ

注目の投票結果発表は
下記サイトで！

応援ありがとうございました！応援ありがとうございました！ 了
終
！！

日本で牛が公然と食べられるようになったのは明治時代から。文明開化によって欧米文化が伝わり、
牛肉食も一緒に広まりました。銀座で牛鍋屋が人気を博すなど、次第に市民権を得ていきました。

マメ

ＪＡ東京中
央代表

佐藤 友雄
さん（千歳

地区）

への多くの
投票

ありがとう
ございまし

た！

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
体
操
日
本
体
育
大
学
　
教
授
／
荒
木 

達
雄

e
h

　
公
益
財
団
法
人
日
本
体
操
協
会
は
国
民
の
健
康
促
進
を
目
指
し
、誰
で
も
ど
こ
で
も

簡
単
に
、短
時
間
で
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
協
会
公
認
体
操

プ
ロ
グ
ラ
ム「
T

（
病
床
）、車
い
す
に
座
り
な
が
ら
も
で
き
ま
す
。動
き
を
覚
え
て
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
家
庭
や
地
域
、J
A
、部
会
な
ど
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。

（公財）日本体操協会

（4）背腹部前曲げ、後ろ曲げ

「The Taiso」

※「イチ、ニ、イチ、ニ」とリズミカルに動きます。いすに座って行う場合も脚を開き、同じ運動をします。

脚を肩幅に開き、
両手を組み、
親指を立てて
顎に当てます。

親指で顎を
押し上げるようにして
後ろに伸ばします。

両手は組んだままです。膝を曲げながら上体の力を抜く気持ちで
両手を下ろし、次に上体を起こし、手は胸の位置まで戻します。
この動作を２回行い、（1）に戻り（2）（3）と体を動かしましょう。

上体を起こしたら、両肘を曲げ、
手のひらを上にして
次の動きに備えます。

両肘を曲げ、手のひらを上にします。 肩をすくめ、肩の力を抜いて戻します。

両手をすくい上げるようにして
前に出し、右手は後方に伸ばします。
顔は右手先に向けましょう。

右手を前に戻したら、
（1）（2）の動きを繰り返し、
左手を後方に伸ばします。

左手を戻したら、両手を
駆けっこのポーズで
次の動きに備えます。 「The Taiso」の

動画はこちら

1

1

2

2

3

3

4

4 5

ザ・タイソウ 検 索

（5）胸部 腕を上げて伸展


